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≪背景写真：令和 6年 3月に西部クリーンセンターで発生した火災≫ 

※令和 7年度の 1年間で、平均 2.3 日に 1度発生（年間 159 回発生） 

高松市のクリーンセンターで発生した発煙、発火の多くは、 

自動散水や、現場作業員による消火栓、放水銃等の使用により、 

初期消火に至っていますが、令和 2年 5月に南部クリーンセンター、 

令和 6年 3月に西部クリーンセンターで、施設を焼損する火災となりました。 

 

リチウムイオン電池等を使用した家電製品 

（モバイルバッテリー、携帯扇風機、携帯電話等）を廃棄する際は、 

絶対に「破砕ごみ（燃やせないごみ）」 

として出さず、 
「指定の回収ボックス」に入れてください。 

（「指定の回収ボックス」に入れた製品は、リサイクルされます。） 

◆「指定の回収ボックス」の場所  

◆リチウムイオン電池を使用  

 した家電製品へのリンク↓  

 

発煙・発火が 

しています！！ 
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